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多様性、平等、および包括性のグローバルポリシー

2023年8月の更新

ピレリ・グループ（以下「ピレリ」とも称します）は常に尊重を決意しています労働環境における平等な機会、

この取り組みはすでに2006年に「平等な機会に関するグループ宣言」で明示され、このポリシーに発展しています。

このポリシーは、ピレリのすべての業務に適用され、ピレリが運営コントロールを持っていない

場合でも、すべてのビジネスパートナー（例：合弁事業、サプライヤーなど）は、このポリシー

に記載された原則に従うことが期待されています。

ピレリは多国籍の環境で運営しており、人々が多様な遺産を持ち、

その価値を最大限に活かすことは競争上の優位性であり、会社自体の成長と充実の機会でもあります。ピレリは、最も革新的なアイデアと最良の解決策が、人々が自身のユニークさを表現できる

労働環境から生まれると信じています。そのため、ピレリは積極的に多様性、平等、および包括性（DE&I）の価値を

促進する取り組みに参加しています。

ピレリは、選考段階から報酬、職務の割り当て、研修、キャリアの進展に関する決定など、職場生活の

あらゆる側面で平等な機会を提供しています。

特に、ピレリは同等の価値の労働に対する同等の給与の原則に従い、女性と男性の間での平等な報酬を実現するために積極的に取り組んでいます。また、性別のバランスを改善することにも積極

的に取り組んでいます。これらの決定は、人々が持つスキル、経験、職業的なポテンシャル、および達成した結果に基づ

いて単独で行われ、性別、性自認および表現、性的指向、婚姻状況、妊娠状況、育児または介護

の状況、年齢、障害（精神的または身体的）、肌の色、民族出身、国籍、宗教信仰、社会経済的

および/または文化的背景、労働組合の所属、政治的およびその他の意見に基づく差別は一切行われま

せん。

ピレリは、従業員、サプライヤー、顧客、派遣労働者、候補者など、その活動に関与するすべての人に対し、尊厳と敬意をもって扱われ、他の人々とも同様に尊重され、口頭、心理的、身体的、

性的または非性的ないかなる形態の嫌がらせ、虐待、強制、暴力、または個人またはグループによる他の個人またはグループへの差別からも解放された労働およびビジネス関係の環境を保証する

ことに常に取り組んでいます。ピレリはこのような慣行を容認しません。もし発生した場合、それらの行動を防ぎ、介入し、止め、矯正することを約束しています。

ピレリは、個性を尊重し、企業コミュニティへの帰属感、対話、信頼、および参加を重要な組織の健全性要素と考え、実施してきた包括的な文化を推進しています。これにより、人々の参加と潜

在能力を制限する文化的および組織的な障壁の形成に反対しています。

ピレリは、すべての人々をサポートするための管理モデル、プロセス、およびプログラムを設計および実施し、それにより、誰もが自分の能力の最大限に向かって進歩する平等な機会を持つこと

ができるようにしています。

このポリシーを実施するには、グループのすべてのレベルの従業員、およびピレリのために働く

すべての人々の積極的な支援が必要です。内部ガイドラインとピレリが提供するツールを遵守し

、以下を確保するためです。

 人々の雇用と成長に関連する決定は、上記で定義されたあらゆる形式の差別と嫌がらせか

ら解放されています。

 組織の感受性と意識は、多様性、平等、および包括性の問題に対する高いものであり、潜

在的な無意識の偏見を防ぐためにも高く維持されています。
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 ピレリ内部および外部ステークホルダーとの関係において、あらゆる形式の差別や性的お

よび非性的な嫌がらせから解放された包括的で尊重された労働環境が維持されています。

 同等の価値の労働に対する同等の報酬、たとえば性別間で、同等の実績に基づく条件で保

証され、（発見された場合）任意の差異は特定され、段階的に埋め合わせられます。

 人々のモチベーションは、対話、参加、心身の健康をサポートするサービスやイニシアテ

ィブを通じてケアされ、プライベートとプロフェッショナルな生活のバランスを確保する

ために、柔軟な労働形態を許可すること、家族の責任を共有する文化を普及させること、

健康支援プログラムを採用すること、育児をサポートすることなどを通じて行われます。

ガバナンスと開示

ピレリは、多様性、平等、および包括性担当マネージャーを任命し、各社内部門の責任に応じて

協力しています。

多様性、平等、および包括性の分野での計画とパフォーマンスは、持続可能性戦略委員会によっ

て検討および承認されます（この委員会は最低でも半年に一度開催され、CEOが議長を務めます

）。そして、これらの計画と結果は関連する取締役会委員会に提出され、議論され、その後取締

役会で提出、議論、および承認されます。

ピレリは、取締役会の承認を経て、グループの年次報告書で多様性、平等、および包括性のパフ

ォーマンスに関する報告を行います。

報告、機密保持、報復の禁止、および違反の場合の結果に関しては、以下の方針が適用されます

ピレリ・ グループは、この文書の受取人に対し、善意で匿名であっても、ピレリ内で行われる、

またはピレリに関連する行為や怠慢の報告を奨励します。これらの行為や怠慢が、このポリシー

に含まれる原則の違反または違反の誘因となる可能性がある場合も報告を促します。 グループ告

発ポリシーは、www.pirelli.comで複数の言語で公開されており、報告の提出手続き、報告の管理

方法、機密保持および報復の禁止がどのように保証されるかについて記載されています。

このポリシーに違反した場合、違反が告発プロセスを通じて特定されたか、異なる方法で特定さ

れたかにかかわらず、ピレリはケースの重大性に応じて適切な措置を講じます。これには、以下

のような是正措置が含まれます（例示的なものであり、これに限らないものとします）：違反し

た従業員と連絡を取り、関連する管理部門に委託された具体的なアクションプランを定義するな

どの是正措置を採用することがあります。さらに、制度上適用可能な法律、規制、契約、および

規律体制に従って、口頭および/または書面による警告、業績の低評価または評価、解雇などの懲

戒措置を取ることもあります。

このポリシーに関連する文書は以下の通りです

 倫理規定

 GLOBAL HUMAN RIGHTS POLICY
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 DIVERSITY AND INDEPENDENCE STATEMENT OF THE BOARD OF DIRECTORS

 SUPPLIER CODE OF CONDUCT

 WHISTLEBLOWING POLICY

2023年8月

グループ最高経営責任者 (CEO) 

アンドレア・ カサルーチ


